
大会名 2024 兵庫県ルーキーリーグ（U13）

目的
（一社）兵庫県サッカー協会に登録している全てのチームが、参加することのできるU13年代のリーグを実施し、レベルの拮抗した⾧期的なリーグ戦の中で

選手を育成する環境を作り上げていく。

主催 （一社）兵庫県サッカー協会

主管 （一社）兵庫県サッカー協会3種委員会、兵庫県クラブユースサッカー連盟

後援 公益財団法人兵庫県スポーツ協会

2024年6月1日～2025年1月31日

1部、2部、3部共に1回戦総当たりのリーグ戦を行う。

会場 兵庫県内各会場

競技規則 2024年1月1日現在の（公財）日本サッカー協会制定の「競技規則」による。

・公益財団法人日本サッカー協会第3種に加盟登録したチームであり、そのチームに登録している選手。

・参加チームのメンバーは7名以上の選手で構成されていること。

・2011年1月1日から2012年4月1日までの出生者を対象とする。

・7名に満たないチーム同士の合同チームは・片方が７名に満たないチームとの合同チームは、3部に限りオープン参加できる。但し、セカンドチームはこれに該当しない。

・3種登録した場合の小学生も出場参加資格は上記同様。

（同時出場は最大3名とする。試合エントリーは最大5名）

4種登録選手出場について ・出場出来る選手は参加資格を満たしている選手のみとする。

・1チームにつき 11,000円（振込期日：2024年5月17日）

【振込先】

●三井住友銀行　神戸営業部支店（500）普通9073232

●口座名義：一般社団法人 兵庫県サッカー協会

●氏名欄には、リーグ名・チーム名・代表者名を記入して下さい。（複数チームで参加する場合はそれぞれ振り込むこと）

・各チームがリーグの趣旨を理解し、リーグ運営に協力すること。

・自主運営方式で行う。日程、結果配信は事務局より行う。

・事務局より日程配信後、チーム事情による日程、会場、時間の変更は以下条件を満たす場合のみ認める。

※当該チーム、会場責任者、試合責任者全ての了承を得た場合。

［追加試合について］

・日程配信後、追加で試合を組む事は可能であるが、事前にブロック⾧、事務局に通知し承認を得る事。（毎週 / 火曜日までに申請を行う）

［試合の延期 及び 詳細の変更について］

・事務局より日程配信後、チーム事情による日程、会場、時間の変更は以下条件を満たす場合のみ認める。

※当該チーム、会場責任者、試合責任者全ての了承を得た場合。（毎週 / 火曜日までに申請を行う）

［試合当日の変更等について］

・試合責任チームが各グループラインで理由を含めて変更等の理由を報告する。

・試合開催事項の報告は試合会場責任者が行う。（監督サイン後の変更は如何なる理由も認めない）

・試合会場責任者は試合結果報告書の写真をLINEでブロック⾧を含む、各ブロックLINEに送る事。（チェック項目を必ず確認し写真を送る）

・各チーム全試合消化を必ず行う。

・各ブロック10月末日までに必ず4試合以上を消化する事。

・1部(1ブロック12～14チーム)、2部（2ブロック各12チーム）、3部(1ブロック12チーム)による3リーグ制とし各リーグ1回戦総当たりによる、リーグ戦を行う。

・リーグ戦の勝ち点は、勝ち＝3点 　引き分け＝1点 　負け＝0点

・同ブロック内の順位は勝ち点→ゴールディファレンス→総得点→当該チーム同士の対戦結果（勝敗→ゴールディファレンス→総得点）→抽選によって決定する。

・試合時間は60分（30-10-30）とする。

・主審は上記試合時間の他、アディショナルタイムも適宣採用しなければならない。

・リーグ戦が成立しなかった場合は、兵庫県3種委員会にて審議し、決定する。

最小スタッフ数 ・1名、監督、コーチ不在の場合、選手のみでの大会参加を認めない。
※相互審判の場合のみ２名とする。ただし、1名の場合は同会場で2試合以上を行い自チーム以外の審判を担当する。

2024 兵庫県ルーキーリーグ（U13）

開催時期

参加資格
・公益財団法人日本サッカー協会にクラブ申請されている同一クラブの4種チームに所属している選手も出場できる。

（同時出場は最大3名とする。試合エントリーは最大5名）（クラブ申請完了必須）

小学生の参加資格

参加費

運営方法

競技方法



・2024兵庫県ルーキーリーグ（U13）は、以下の3つのディビジョンを構成し、ブロック編成は参加チーム及びヤマトタケルリーグとの昇降格チーム数により

　毎年度に随時調整する。

・1部：12チーム～14チーム　2部：12チーム×2ブロック　3部：12チーム×3ブロック / ※3部のブロック数は参加チーム数により増減する。

【割り当てについて】

・ブロック選別は2023年度の通し順位を基に1部より割り振られ、2部3部ではコの字型に上位から割り振り決定する。

　その後、新規参加チームを申し込み順に割り振り、最後にオープン参加チームを申し込み順に割り振り決定する。

●新規チームは、3部からの参加とする。

●複数チームは、同じディビジョンに所属できない。また、1stチームが上位となる。

【次年度のブロック割り当てについて】

・関西リーグからの降格や1部優勝チームが参入戦に敗れ、残留となる場合など

　不確定要素がある為、最終的な通し順位は、関西（U13）リーグの最終結果・参入戦の結果が出た上で、通し順位を基に決定する。

～2024年度～

【自動昇格】

2部A1位、2部B1位、3部A1位、3部B1位、（3部C1位）

【自動降格】

1部11位、1部12位、2部A12位、2部B12位、（2部AB11位の成績下位）

※セカンドチームが昇格に絡んだ場合、2位の同順位を比較し上位を昇格とする。（昇格するリーグにファーストチームが所属する場合）

・2部3部のブロック間の同順位付けは、勝ち点→ゴールディファレンス→総得点→抽選により決定する。

・チーム数の異なるブロック間での同順位付けは、最下位チームの成績を削除し、試合数を同数にして勝ち点→ゴールディファレンス→総得点→抽選により決定する。

・オープン、合同参加のチームは順位に含まないものとする。

・ヤマトタケルリーグへの昇格があった場合

　2024兵庫県ルーキーリーグ総合順位の上位チームから1部へ昇格または繰り上げ残留となる。（2部、3部については繰り上げ残留となる。）

・ヤマトタケルリーグからの降格があった場合

　ヤマトタケルリーグからの降格チームは県1部にエントリーする。この場合、2024兵庫県ルーキーリーグ総合順位の下位チームから2部へ降格する。

・各ブロックは12チームで構成されるため（1部は最大14チーム）ヤマトタケルリーグから降格があった場合

　2部、3部の1位の昇格は保証されるが1部・2部の降格は年間順位をもとに各ブロックが12チームで構成されるように調整する。

・不参加チームが出た場合は、2023兵庫県ルーキーリーグ参加チーム上位から順次繰り上げとする。

・ベンチ入りできる人員は、最大30名（スタッフ5名、選手25名）とする。

・交代に関しては、競技開始前に登録した最大14名の交代要員の中から交代を採用する。（リエントリーを採用しない。）

・第4審に申告し了承を得て交代を行う。（交代用紙は使用しない）

・交代に関しては、競技開始前に登録した最大14名の交代要員の中から交代を採用する。（リエントリーを採用する）

・その他は上記同様（選手交代1部・2部）

・主審、試合責任は有資格者(ユース審判可)

・副審は中学生以上とする。（各チームしっかりとしたジャッジができるよう指導する）

・主審は審判服（ワッペンも同様）着用。副審はビブスでも可能。

・主審の相互審判を採用する場合は前後半交代とする。（前後半はコイントスで決定）

　※相互審判を採用する場合はスタッフ2名を帯同させること。

・自チームの試合の副審を行なった場合、ハーフタイムに限り副審の入れ替えを認める。

・審判員の不慮の事故により、試合続行が不可能な場合は、会場責任と協議の上対応し、必ず試合は成立させる。

・第4審が試合中に指示を行わない事とする。

・試合開始時に7名未満の場合、棄権試合（0-5）とする。

・試合経過途中で選手数が7名未満となった場合、棄権（0-5）とする。

・試合の実施について、1日1試合の実施とする。（タブルヘッダーは認めない）

・選手等が、複数のチームにて競技会に出場する場合、一方のチームの選手として受けた出場停止処分は、当該チーム以外のチームの出場には影響しないものとする。

　例として、1部のファーストチームで2枚の警告を受けた選手の累積警告による出場停止処分は1部ファーストチーム

　で出場する場合のみ適応され、2部以下のセカンドチームで出場する場合は適応されないものとする。

　セカンドチームで出場する場合の累積警告は0からとする。

選手交代

3部

審判

試合の成立

複数チーム

警告・退場等

ブロック編成

及び

ブロック決定法

昇降格規定

選手交代

1部・2部



・試合責任者は、第4審の役割を担う。（18歳以上の有資格者）

・【試合結果報告書】の準備、記入、作成

・【メンバー表】【選手証】との照合を行う。

・複数チームの場合は【メンバー表】【選手証】【プロテクト用紙】との照合を行う。

※プロテクト用紙の照合についてはセカンドチームの対戦時のみ確認する。ファーストチームは不要。

・問題が発生した時の報告義務（試合結果報告書に記載、事務局へ電話またはメールにて報告）

・ゲームコントロール、ベンチコントロール、交代時の対応（時間表記も必ず行う。）

・試合後、主審から詳細（スコア、警告、退場、重要事項）を聞き、【試合結果報告書】に内容を記入し報告する。

　※監督署名、主審、副審、4審の署名を忘れない事。

・試合時間（OUT/IN）を必ず記載する。

・重要事項が発生した場合、【試合結果報告書】に詳細を記入し会場責任者へ渡す。

・【申し送り事項】に必要事項を記入し、各チームへ返却する。

・各ブロックLINEに試合結果、メンバー表、プロテクト用紙（必要なチーム）の写真を送る。

・会場使用上の注意事項など当該チームへの連絡。

・主審、副審が居ない場合の対応（リーグに支障を生じる場合は、3種委員⾧または実施委員会と相談の上棄権試合とする）

・会場設営、ピッチライン、本部、チームベンチ、ゴール、コーナーフラッグ（コーンでも可）、副審フラッグの用意。（副審フラッグは各チーム持参も可）

・試合開始30分前に本部へ【メンバー表】2部、【申し送り事項】【選手証※写真添付】を提出する。

・試合毎の登録数は25名までとし、先発11名に○、サブ14名に△をつける。

・選手証のカラーコピー及び電子選手証（携帯、タブレット等）でも出場を認める。

・選手証の提示ができない場合はその選手の出場を認めない。

・作業の効率化を上げるため、メンバー表と選手証の順番を同じにしておくこと。

・試合開始30分前に本部へ【メンバー表】2部、【申し送り事項】【選手証※写真添付】【プロテクト用紙】を提出する。

・その他、ファーストエントリーチーム同様

・プロテクト15名は事前に事務局から配布するプロテクト登録用紙を期日内に提出。（5月17日（金）まで）

・2回目からのプロテクト選手は出場時間上位15名とする。

・ルーキーリーグでの出場時間管理は、事務局より事前に配信する「自動計算シート」へ各チームで出場時間を入力する。

・事前登録のプロテクト選手については、そのチームで上位15名(GK1名必ず)の選手を登録すること。

・プロテクトされた選手はセカンドチーム以下のチームで出場できない。

・プロテクトされていないセカンドチーム以下の選手はファーストチームで出場ができる。

・リーグ期間内でのプロテクト選手変更は2回。

・1部,2部,3部全て4試合毎に変更。自動計算シートを基に変更用紙に記入の上、事務局まで提出。

［ヤマトタケルリーグ所属チームの場合］

・1回目のプロテクトはヤマトタケルリーグ第5節終了時点での上位15名とする。（FP14名 / GK1名）

・ヤマトタケルリーグに所属するチームの1stチームのプロテクト変更はヤマトタケルリーグ12節とする。

・プロテクトされた選手が退部した場合は、速やかに事務局まで報告し、代わりの選手を補充すること。

・プロテクトする選手は、正式に入会した選手であること。

・プロテクト規定に違反したチームに関しては、リーグ実施委員会にて懲罰を決定する。

【プロテクト登録、報告及び変更先】　① ryojimiyake@hotmail.com（担当 / 三宅）

・2ndチームの試合へのエントリーについては、ヤマトタケルリーグ、ルーキーリーグの1stチームにおいて出場時間上位15名を除く選手とする。

・2ndチームエントリーについて上記の規定に違反したチームに対しては、兵庫県3種委員会にて懲罰を決定する。

【1チームエントリー】

①メンバー表　②選手証（写真入り）　③申し送り事項

【複数エントリーチーム】

①メンバー表　②選手証（写真入り）　③申し送り事項　④プロテクト用紙（事務局印入り）

・ユニフォームは正・副（GK含む）の2色を準備しなければならない。

・ユニフォームはカラー・デザイン・マーク等も必ず一致させる。（合同チームの場合は特例を認める場合あり）

・重要事項（退場など）が発生した場合、試合結果とともに速やかに大会事務局へ電話またはメールにて報告する。

選手エントリー

ファーストチーム

選手エントリー

セカンドチーム

プロテクト規定

・ヤマトタケルリーグ、ルーキーリーグ内に複数参加しているチームは、上位チーム（1stチーム）のプロテクト（15名）を事前に登録する。

　またプロテクト15名はGK1名、FP14名で構成されること。

2ndチーム

登録選手出場について

会場責任の役割

試合に必要な物

試合責任の役割



・その他、詳細は（公財）日本サッカー協会「ユニフォーム規定」に準ずる。

・リーグ期間中、選手固有の番号をつけることが望ましい。

・試合当日着用するユニフォームは事前に当該チームで協議の上、決定する。決定しない場合は主審の判断に委ねる。

・不可抗力による試合の中断及び中止の判断は、主審・会場責任者・試合責任者・当該チーム監督で協議をし安全面を最優先に決定する。

・以後の処置は以下の通りとなる。

（1）前半終了前に中止された場合は、再試合とする。

（2）前半終了後に中止された場合は、残り時間の消化により試合を成立させる。

（3）中断時点で後半16分を経過していれば試合の成立とし、再試合は行わない。

・再試合の審判は原則中断前と同じ審判員で行う。

・再試合の出場選手については原則同じ出場選手で行う。

　但し怪我や学校行事等で出場が困難な場合は、再試合前の交代要員の中から出場することは認める。

・中断期間中に別の試合で出場停止処分を受けた場合も、再試合には同一選手が出場する事とする。

試合球 ・各チーム毎試合持ちよりで試合を行う。

ピッチサイズ
・年間を通して、競技規則内でのサイズで行う。（1.2.3部共通）

・縦90m ~ 120m / 横45m ~ 90m（決定権は会場責任チームにある）

・会場費（費用のかからない施設は1試合1000円・民間施設は規定の金額）を支払う。

※民間施設は1時間最大3,000円とする。（照明 / 設備代を含まない。グラウンド代のみとする。）

※グランド代の領収書また利用明細書を定められた期間内に必ず提出する。

・一方のチームに過失があったと実施委員会が判断した場合は、棄権試合（0-5）とする。

・未消化試合があった場合は、1試合は勝点3点のマイナス（スコア0-5）で処理する。

・2試合あった場合は当該チームの成績を全て抹消する。

・不可抗力による未消化試合があった場合は、兵庫県3種委員会で検討し判断する。

途中棄権 ・リーグ期間中に、登録選手が7名未満となった場合は、途中棄権とする。（その場合、事前に行なった棄権チームとの対戦結果は破棄し含まない。）

・7月、8月、9月は11時～15時のキックオフは認めない。

・必要に応じて「飲水タイム」（ライン上で30秒～1分間）、「Cooling Break」（試合停止の笛から再開の笛までが3分間）を実施する。

　（Cooling Breakを行う場合は、天候に応じて最大前半2回/後半2回とする。）

表彰 ・各ブロック優勝チームには、表彰状を授与する。（ただし、年間予算の都合上、授与できない場合もある）

・リーグ期間中に、警告を2度命じられた選手は次の1試合は出場停止。

・試合中に退場を命じられた選手は、最低次の1試合出場停止。

　その後の処置については、(一社)兵庫県サッカー協会3種規律・フェアプレー委員会にて決定する。

・本大会は、本協会「懲罰規定」に限り、大会規律・フェアプレー委員会を設ける。

・大会規律・フェアプレー委員会の委員⾧は兵庫県3種委員会規律委員⾧とし、委員は委員⾧が決定する。

・本協会規定及び本記載事項にない事例に関しては、兵庫県3種委員会にて決定する。

・要項に違反した場合、リーグ実施委員会から兵庫県サッカー協会に報告した上、兵庫県サッカー協会規律・フェアプレー委員会が処罰を課す場合がある。

・本大会の懲罰は、(公財)日本サッカー協会の懲罰規定に準ずるものとし、(一社)兵庫県サッカー協会3種委員会で協議の上、最終的には

　(一社)兵庫県サッカー協会規律・フェアプレー委員会で決定する。

・未登録または出場停止を受けた選手等が出場していた場合、それが判明した時点で当該チームを不戦敗とし相手チームの勝ちとして試合を打ち切る。

　既に行われた試合にまで遡って適用はしない。

　但し、明確な登録違反があった場合は当該チームへの懲罰については兵庫県3種委員会にて協議のうえ採決される。

・Web登録証（電子登録証）に顔写真をアップロードし、プリントアウトしたものを使用すること。

　又電子媒体（携帯電話、タブレット等）による提示を認めるものとする。

・負傷者については各チームにて対応する事とし、主催者及び主管者は一切の責任を負わない。

・メンバー表に必要事項の記載がない選手の出場は認めない。

・出場チームに不都合な行為があった場合は、その処置を本大会規律・フェアプレー委員会で審議を決定する。

・本大会レギュレーションについては、2024年度のみの採用とし、リーグ閉幕後に実施委員会および3種委員⾧にて省みて、適宣改訂・改善を検討していく。

■大会委員⾧

　豊田 昭生 / 神陵台SC ASUKA（兵庫県3種委員⾧）

会場

未消化試合

試合開催

ユニフォーム

日没や落雷等の

再試合について

懲罰

未登録及び

出場停止選手の出場に

ついて

選手証について

その他



■大会副委員⾧　

　中本 朗 / アザーレア三田（兵庫県クラブユース連盟理事⾧）

　秋田 太一 / 笹原中学校（兵庫県中体連サッカー部専門部⾧）

■大会運営委員

　倉 直樹 / 神戸FC

　重田 良 / サルパFC（兵庫県クラブユースサッカー連盟副理事⾧）

　山本 弘之 / 五色FC（兵庫県サッカー協会審判委員⾧、兵庫県クラブユースサッカー連盟規律部⾧）

■大会事務局リーダー

　三宅 龍司 / 尼崎FC（090-4286-0217 / ryojimiyake@hotmail.com）

■事務局（結果集計/グランド代集計）

　淺海  友万 / センアーノ神戸（080-4070-9011 / cemano.asaumi@gmail.com）

■大会事務局補佐

　高山 拡 / 三宮FC　　

実施委員会


